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数学

■出題のねらい
　数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ａ，数学Ｂの内容から，式の計算，三角関数，対数，場合の数を
選び，基本的な知識と計算力を問いました。

■採点講評
　（１）　mは正の実数ですが，負の数も解答する誤答が散見されました。
　（２）　三角関数の加法定理と合成ですが，正しく利用できていない解答が見受けられま

した。
　（３）　よくできていました。
　（４）　空所� キ �を24とする誤答が多く見受けられました。２枚の�１ �は入れ替えても同

じ整数を作ります。よく問題文を読んで注意しましょう。

■出題のねらい
　等差数列，等比数列に関する基本的な事項を問いました。

■採点講評
　（１）　よくできていました。
　（２）　空所� カ �まで正しく計算できている解答が少なかったです。また，括弧を正し

く用いていなかったり，指数の計算が間違っている誤答が散見されました。

　出典『忘却の整理学』（外山滋比古）筑摩書房
　忘却こそが思考や創造の手助けをしてくれるものであるという考えに立って、忘れるこ
との大切さを説いた本です。わかりやすい言葉で論理的に書かれた文章ですので、容易に
文意を掴めるはずです。
問１【漢字問題】（解答番号は27�～36�）
　正答と正答率を示しておきます。
　ａ　伯仲（14％） ｂ　敬愛（97％） ｃ　精進（81％） ｄ　旺盛（78％） ｅ　酔狂（64％）
問３【空欄�補充・前後の文脈から適語を選ぶ】（解答番号は39�・40�）
　空欄� 甲 ��には、ライバルが無事にいることを意味する語が入ります。正答率は72％で
した。忘却が敵と目されるのは通常のことですから、空欄� 乙 ��に入る語は容易にわかり
ます。正答率は78％でした。
問４【空欄�補充・前後の文脈から適切な文を選ぶ】（解答番号は41�）
　空欄� ア ��と同じ段落内で敵を持つことの必要性を説き、「汝の敵を愛せよ」とまで述
べていることがヒントになります。正答率は53％でした。
問５【空欄�補充・前後の文脈から適語を選ぶ】（解答番号は42�）
　空欄� ウ ��の後ろにある「敵がないのはつねに危い」がヒントです。正答率は64％でし
た。
問９【文脈把握と内容理解に関する問題】（解答番号は46�）
　傍線部Ｄの４行後にある「その忘却のエネルギーを～発揮されることになる」を正確に
捉えることが重要です。⑤を選んでいる受験者がいましたが、「忘却の攻撃の矛先が記憶
に向かってしまい」が著者の説明と違っています。正答率は61％でした。
問10【内容を理解して小見出しを選択する問題】（解答番号は47�）
　「記憶力の危機はそれにとどまらない」がヒントです。正答率は69％でした。
問11【内容合致問題】（解答番号は48�・49�）
　完答ということもあって正答率は８％にとどまりました。③、⑧を選択している受験者
が多かったです。本文の第三段落に「こういう好敵手を敬愛する心の深さをもっている人
は、ライバルがいなくなっても、重大な打撃を受けなくてすむであろう」とあり、ここで
の「こういう」は前文の強い人を受けた言葉ですから、③は誤りです。⑧は本文の第七段
落にある「好敵手でなくても、人間は、つねに敵をもっていなければならない」という文
と内容的に合致しません。①・②・⑥・⑦・⑨はいずれも後半部分の説明が本文の内容と
異なります。

■出題のねらい
　２次関数の基本的な知識と積分の計算，３次関数の極値問題について問いました。

■採点講評
　（１）　よくできていました。不等号の≦を＜とする誤答が散見されました。
　（２）　よくできていました。

　（３）　極小値である 　　を最小値とする誤答が多く見受けられました。増減表やグラ

フの意味をしっかり理解して解答してください。

■出題のねらい
　平面ベクトルの基本的な事項について問いました。

■採点講評
　（１），（２）　概ねよくできていました。
　（３）　（２）を利用すれば解けますが，間違えている受験者が多かったです。
　（４）　図を書くことで導くこともできます。この場合，図は丁寧に書くことが大切です。

■出題のねらい
　対数を含む関数の微分，グラフの増減，積分に関する知識を問いました。

■採点講評
　（１）　微分ができない人が多かったです。（log�x）2の微分や，商の微分公式が苦手な人

が見受けられました。
　（２）　（１）を正答した人の多くが正答に至っていました。
　（３）　よくできていました。
　（４）　解答の３つの値１，e3，　 のうち，a＝１を求められていない人が多かったです。

log a≠０としてこの解を考慮し忘れたことが原因と思われます。また，x から t に
置換したのに定積分の積分区間が変化することを考慮していない解答も見受けられ
ました。

■出題のねらい
　微分計算とその応用としての接線の方程式，増減に関する基本的または標準的な知識を
問いました。

■採点講評
　（１）　計算ミスが目立ちましたが，全体的によくできていました。
　（２）　よくできていました。
　（３）　よくできていましたが，計算ミスなどのケアレスミスが見受けられました。
　（４）　増減を調べて，最小値を求める問題です。微分計算ができている人は正答に至っ

ていました。
　　　　全般に計算ミスが目立ちました。時間がある限り，計算のチェックを心掛けま

しょう。
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